
公立大学法人 首都大学東京 平成24年度「大学・高専連携事業基金」事業（共同研究）
研究代表者 高野邦彦
共同研究者 若林良二・八木一夫・高橋義典・高崎和之・鈴木弘

大災害時を想定した遠隔による
水中捜索支援システムの開発

小型移動体に積載した遠隔

カメラにより，瓦礫散乱，捜索
用小型船舶の航行困難，水中

の視界不良時に潜水隊員への
捜索支援が見込まれる．

①水中との画像伝送システムの開発

②水中を遠隔操作で航行可能な小型
移動体の構築

③ガイガー管や超音波レーダからの
データ取得

大災害時の犠牲者の家族方々からは，「一刻も早く，行方不明の家族や持ち物
を水中捜索して欲しい」という強い要望があるが，捜索が早くは進まない．

（問題点）放射能汚染等により，隊員が近付けない

（提案）水面局から遠隔操作可能なカメラを小型移動体に搭載し，
水中で捜索支援するシステムを開発する．

写真は産経新聞社WEBページより引用

図1  水中に散乱した瓦礫の様子と水中捜索のイメージ
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